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「今、何の病気が流行しているか！」 

(川崎市感染症発生動向調査事業－令和４年第２２週)の情報提供について 

市内の定点医療機関から提供された感染症の患者発生情報をもとに市民提供情報で

ある「今、何の病気が流行しているか！（令和４年第２２週）」を作成しましたのでお

知らせします。 

令和４年第２２週（令和４年５月３０日から令和４年６月５日まで） 

第２２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）突発性発

しん ３）流行性角結膜炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は６．１６人と前週（７．３５人）から横ばいで、

例年並みのレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．４３人と前週（０．３８人）から横ばいで、

例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は０．３３人と前週（０．１１人）から増加し、

例年並みのレベルで推移しています。 

今週のトピックス 

“新型コロナウイルス感染症～マスク着用の考え方～”について取り上げました。

新型コロナウイルス感染症流行下におけるマスクの着用について、厚生労働省が考え方

を定めました。屋外では、他人と２ｍ以上の距離が確保できる場合や、会話をほとんど行

わない場合は、マスクの着用は不要です。屋内では、他人と２ｍ以上の距離が確保できて

いても、会話を行う場合はマスクの着用が必要です。また、屋内、屋外を問わず、２歳未

満の乳幼児についてはマスクの着用は推奨されておらず、２歳以上の就学前の子どもにつ

いてもマスクの着用は一律には求められていません。 

特に夏場は熱中症防止の観点から、屋外においてマスクが必要のない場面では、マスク

を外すことが推奨されています。感染対策としてマスクは重要ですが、必要のない場面で

はマスクを外し、健康的に過ごしましょう。 

川崎市感染症発生動向調査事業では、感染症のまん延の防止と市民の健康の保持に寄与するべく、市

内の定点医療機関（小児科定点３７施設、インフルエンザ定点６１施設、眼科定点９施設、基幹定点２

施設）等から報告された感染症発生状況をもとに集計を行い、市内の感染症の発生状況の正確な把握と

分析、市民や医療関係者への情報の提供を行っています。
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川崎市健康安全研究所 三﨑 
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【感染症発生動向調査事業から】 

今、何の病気が流行しているか！

令和４年５月３０日（月）～令和４年６月５日（日）〔令和４年第２２週〕の感染症発生状況 

第２２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）突発性発しん ３）流行性角結膜炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は６．１６人と前週（７．３５人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．４３人と前週（０．３８人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は０．３３人と前週（０．１１人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。


